
 

                 

 

 

 

 

       平成２８年６月３０日 

       第十管区海上保安本部 

                                 

「第１４５回水路記念日記念講演会」 

～生きている南九州の海～ 

水路記念日は、今年で１４５回目を迎えます。これを記念して、

津波や歴史地震学に造詣の深い都司 嘉宣先生をお招きして「生きて

いる南九州の海」をテーマに講演会を開催します。 

１．開催日時 

 平成２８年８月２８日（日）午後２時～午後５時(受付開始午後１時１０分) 

２．開催場所 

  鹿児島商工会議所ビル（アイムビル）４階アイムホール 

  鹿児島市東千石町１番３８号 

３．講演会 

（１）一般講演 

①「南九州周辺海域の海洋調査の現状～発展する海洋調査技術～」 

    講演者：海上保安庁海洋情報部長 仙石 新（せんごく あらた） 

  ②「水路記念日とは何か？～海洋調査の始まりから今日まで～」 

    講演者：第十管区海上保安本部海洋情報部長 鮫島 真吾（さめしま しんご） 

（２）特別講演 

 「南九州に関わる地震と津波の話」 

 講演者：公益法人深田地震研究所客員研究員 

         建築研究所特別客員研究員 

防災科学技術研究所客員研究員 

          都司 嘉宣（つじ よしのぶ）氏  

４．入場料等 

  入場無料、定員１８０名（先着順） 

【問い合わせ先】 

 第十管区海上保安本部 海洋情報部 

    監理課長 木之瀬 樹 

 TEL 099-250-9800（内線 2510） 
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第 145 回水路記念日記念講演会  

～生きている南九州の海～    

わが国の海洋調査が始まって今年で１４５年目を迎えたことを記念して、広く一般

の方々に海洋調査の重要性と海洋情報業務への理解を深めていただくため講演会を開

催します。「生きている南九州の海」をテーマに、南九州に関わる地震と津波につい

て、専門家である都司 嘉宣氏による特別講演を行っていただくとともに、海上保安

庁による南九州周辺海域における海洋調査の現状と最新の調査技術の紹介と、海洋調

査の始まりから今日（こんにち）までに関する一般講演を行います。 

                                   

日 時：平成２８年８月２８日（日）１４：００～１７：００ 

場 所：鹿児島商工会議所ビル（アイムビル）４階アイムホール 

定 員：１８０名（先着順） 

主 催：第十管区海上保安本部  

共 催：一般財団法人日本水路協会 

 

 プログラム 

１４：００～ 開会挨拶 

          第十管区海上保安本部長 岩本 一夫（いわもと かずお）  

一般講演 
 １４：１０～ 「南九州周辺海域の海洋調査の現状～発展する海洋調査技術～」 

          海上保安庁海洋情報部長 仙石 新（せんごく あらた） 

 １５：００～ 「水路記念日とは何か？～海洋調査の始まりから今日
こんにち

まで～」 

          第十管区海上保安本部海洋情報部長 鮫島 真吾（さめしま しんご） 

 １５：３０～ 休 息 

特別講演 
 １５：５０～ 「南九州に関わる地震と津波の話」 

          公益法人深田地質研究所客員研究員 

建築研究所特別客員研究員 

防災科学技術研究所客員研究員 

            都司 嘉宣（つじ よしのぶ）氏  

 １６：５０～ 閉会挨拶 

          第十管区海上保安本部次長 下野 浩司（しもの こうじ） 

】 【別紙１】 



講 演 趣 旨 

 

１ 南九州周辺海域の海洋調査の現状 ～発展する海洋調査技術～ 

   海上保安庁海洋情報部長 仙石 新 

 

海上保安庁が行う海洋調査はニーズや調査技術の発展とともに変化しています。 

十管区が管轄する南九州周辺海域でも、自律型潜水調査機器（ＡＵＶ）や航空レーザー

測深による浅海域の詳細な海底地形の把握などが行われています。 

また、最近では、自律型海洋観測装置（ＡＯＶ）を用いた潮汐、海潮流等の把握のため

の調査に着手するなど、今後も活発な海洋調査活動が行われようとしています。 

このように様々な新技術による海洋調査は、海上保安行政への貢献のみならず、我が国

の経済の発展を支えています。 

海上保安庁のこれら最新の海洋調査技術を紹介しながら、南九州周辺海域の調査の現状

について説明します。 

 

２ 水路記念日とは何か？～海洋調査の始まりから今日(こんにち)まで～ 

   第十管区海上保安本部 海洋情報部長 鮫島 真吾 

 

   海上保安庁では、毎年９月１２日を水路記念日として記念の行事を行っています。 

そもそも水路記念日とは何か？明治新政府の設置の頃から始まった海図の作製とこれに

必要な水路測量等の調査の話や、その歴史に関わった人などを紹介するとともに、海上保

安庁が収集した海の情報を元に、現在、取り組んでいる海洋台帳などの海洋情報の提供に

ついて紹介します。 

 

３ 南九州に関わる地震と津波の話 

   公益法人深田地質研究所客員研究員 

建築研究所特別客員研究員 

防災科学技術研究所客員研究員 

      都司 嘉宣（つじ よしのぶ）氏 

     

   南九州では火山活動が活発ですが、今回の熊本地震で活断層が引き起こす地震活動にも

注目が集まっています。 

本講演では、安永年間の桜島噴火に伴う鹿児島湾の津波、宝永地震（１７０７年）によ

る種子島の津波、平成２８年と明治２２年の２回の熊本地震の類似点などについて講演し

ます。 
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 取 材 申 込 書 

 

                    平成２８年  月  日 

第十管区海上保安本部 

海洋情報部監理課 行 

 

１ 報道機関名 

                                

 

２ 氏 名 

                                

 

３ 連絡先 

                                 

 

４ ご希望の欄に✓をお願いします 

□  講演会の出席    □ 講演会終了後、講演者への取材 

 

5 テレビカメラの有無 

     有  ・  無    

【別紙３】 






